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１． 研究の対象 

 2000年 4月１日～2021年 12月 31日に新潟県立がんセンター新潟病院で日光角化

症に対してイミキモドを外用し、外用後に局所的もしくは全身性に紅斑が出現した患

者のうち、すでに同部位の皮膚生検を施行されている、もしくは保存血清を有してい

る方 

 

２． 研究目的・方法 

乾癬という皮膚疾患の原因や機序はまだ完全には解明できていない部分があります。

乾癬の基礎研究は、マウスにイミキモドを外用で乾癬の皮疹を誘発することで行われ

ています。一方、ヒトでは日光角化症の治療としてイミキモド外用を行うことがあり

ます。私たちは乾癬発症のメカニズムの解明のため、当院または共同研究施設でイミ

キモド外用後の紅斑で皮膚生検が行われた症例の詳細な組織学的評価を行い、その病

理所見や血液検査データについて検討することにいたしました。 

研究実施期間は研究許可日から 2025年 3月 31日までです。 

 

3. 研究に用いる試料・情報の種類 

イミキモド外用後に外用部およびその周辺に紅斑を生じた既存の組織標本を利用さ

せて頂きます。研究の成果は、学会や専門誌などの発表に使用される場合があります

が、名前など個人が特定できるような情報が公表されることはありません。診療録か

ら収集される情報には、年齢、性別、治療内容経過、血液検査データ等が含まれます。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

  研究代表施設へのデータの提供は、匿名化して管理し外部に洩れることのないよ

うに厳重に管理します。研究成果の発表にあたっては、患者さんの氏名などは一切

公表しないこととします。 

 

５．研究組織 

新潟県立がんセンター新潟病院 皮膚科 竹之内辰也、高塚純子 

新潟大学 皮膚科 林 良太 
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６．研究に診療情報などを利用して欲しくない場合について 

ご協力頂けない場合には、原則として結果の公開前であれば情報の削除などの対応

をしますので、下記の窓口にご遠慮なくお申し出ください。 

 

文部科学省･厚生労働省による「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針」に基づいて掲示を行っています。 

 

 

研究実施機関： 

本件のお問い合わせ先 

  新潟県立がんセンター新潟病院 皮膚科 

当院研究責任者：竹之内辰也  

連絡先：新潟市中央区川岸町 2丁目 15番地 3 

TEL：025-266-5111 

 

研究代表機関  ：新潟大学 皮膚科 

研究代表者   ：林 良太 

 


